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研究成果の概要（和文）：強迫性障害の病態には、長期的には不利な行動である強迫行動を不安の解消という短期的な
報酬に基づき選択してしまうという行動選択における衝動性が関与していると考えられており、その神経基盤としては
皮質線条体回路とセロトニン神経系が関連していることが示唆されている。本研究では機能的MRIにより測定した報酬
課題遂行中の脳活動を数理モデルにより解析した。強迫性障害患者では、短期の報酬予測に関連する脳領域が腹側線条
体から背側にかけて拡大しており、健常者と比較して有意に強いことが明らかになった。強迫性障害患者において長期
的には不利になる強迫行動が維持されるメカニズムに関連していると推測された。

研究成果の概要（英文）：Patients with obsessive-compulsive disorder (OCD) impulsively act on compulsive be
haviors to reduce obsession-related anxiety despite profound disadvantages to their life. Cumulative evide
nce has suggested dysfunctions of the ventral striatum and serotonergic function. We measured neural activ
ity while subjects performed reward task by using fMRI. Activities in the ventral striatum of patients wit
h OCD had a greater correlation with short-term reward prediction (steeper discounting) while activities i
n the dorsal striatum had less correlation with long-term reward prediction (slower discounting) compared 
with healthy controls. The result supports our hypothesis that expanded specialization for short-term rewa
rd prediction in the striatum underlies the neural substrates of OCD patients. These results suggest that 
abnormal activity of ventral striatum underlies pathophysiology of OCD.
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１．研究開始当初の背景 

強迫性障害は、長時間の手洗いや鍵の確認

など、繰り返しの行動によって特徴づけられ

る精神疾患である。繰り返しの行動は、患者

自身が過剰であると認識しているにも関わ

らず行われ、社会的活動や人間関係を顕著に

障害するに至るが、背景には行動学習・意思

決定の異常が存在すると考えられている。加

えて、強迫性障害はセロトニン機能を増強す

るセロトニン再取り込み阻害薬により症状

が改善することから、セロトニン機能の低下

が病態生理として推定されている。 

これまでの研究から、強迫性障害患者にお

いては腹側線条体、島皮質前部を中心とする

短期の報酬予測に関与する脳領域の活動が

優位になっていると仮説をたてた。 

 

２．研究の目的 

この仮説を検証するために、報酬課題遂行中

の脳活動を機能的 MRI により測定し、その活

動を数理モデルにより解析し、強迫性障害患

者と健常者で比較することで、強迫性障害患

者における、拡散テンソル画像、安静時の機

能的 MRI による機能的結合の評価、構造画像

による体積測定を組み合わせてマルチモー

ダルに評価した。 

 

３．研究の方法 

報酬課題には、分担研究者の田中らが開発し

た短期に得られる小さい報酬と長期に得られ

る大きな報酬を比較して選択する課題を、疾

患群に適用しやすいよう金銭報酬に切り替え

て用いた。強迫性障害患者と年齢性別をマッ

チさせた健常者のデータを収集した。また、

安静時の機能的 MRI、構造画像、拡散テンソ

ル画像についても測定した。 

 

４．研究成果 

報酬課題遂行中の機能的MRIのデータにつ

いては、16 名の強迫性障害患者と年齢性別を

マッチさせた 22 名の健常者を比較した。結

果として、強迫性障害患者では、短期の報酬

予測に関連する脳領域が腹側線条体から背

側にかけて拡大しており、健常者と比較して

有意に強いことが明らかになった。すなわち、

強迫性障害患者では、腹側線条体の活動が優

位になっているだけでなく、本来は長期の報

酬予測に関与するはずの背側線条体まで短

期の報酬予測に関連して活動しているとい

うことになり、強迫性障害患者において長期

的には不利になる強迫行動が維持されるメ

カニズムに関連していると推測される。 

一方、安静時の機能的 MRI については、26

名の強迫性障害患者と年齢性別をマッチさ

せた 27 名の健常者の比較を行った。強迫性

障害患者群において視床背内側核と左被殻

の結合が症状の重症度と負の相関をしてい

ることを見出した。このことは、強迫性障害

の病態生理に線条体を中心とする神経回路

の不均衡が関係することを示唆している。 

拡散テンソル画像については、前頭葉と線

条体の結合度合いを評価する手法を確立し、

強迫性障害患者と健常者の比較を行ってい

る。 

脳構造画像については、行動選択に関与す

る前部帯状回の体積を用手的に測定してお

り、測定が終了すれば他の脳領域や臨床指標

との相関解析を行う予定にしている。 

これらの結果から、強迫性障害においては、

腹側線条体と背側線条体の報酬に関連した

機能に異常がみられ、機能的 MRI により描出

できることが明らかとなった。今後、薬物療

法や行動療法に対する反応性の予測や、治療

効果の評価に応用できる可能性がある。 
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